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第10回 建築材料等判断基準ＷＧ

一般社団法人 日本サッシ協会

１） 一般社団法人 日本サッシ協会の概要

２） 日本サッシ協会の事業範囲 木造及び非木造

３） 木造及び非木造サッシ分野 商流と商品

４） 建材トップランナー制度について

５） 窓の性能表示制度について
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一般社団法人 日本サッシ協会 概要JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

一般社団法人 日本サッシ協会 2021年7月末現在

●会員と組織
サッシ・ドアの製造業者事業団体(本部 東京都港区愛宕1-3-4愛宕東洋ビル7階・03-6721-5934)
正会員 84社・一種、二種、三種準会員、賛助会員 75社 計 159社・全国９支部

●設 立
昭和22年 任意団体日本サッシュ協会発足・昭和29年 通産大臣の認可を得て社団法人化

●主な役員
理事長 堀 秀充 YKK AP株式会社 代表取締役
副理事長 吉田 聡 株式会社LIXIL取締役専務役員
副理事長 平能 正三 三協立山株式会社 代表取締役
副理事長 吉田 勉 不二サッシ株式会社 代表取締役
副理事長 本多 悟 中央鋼建株式会社 代表取締役
副理事長 前田 恭典 株式会社日鋼サッシュ製作所 代表取締役
専務理事 坂口 治司 一般社団法人 日本サッシ協会

●重点活動
1. 窓のあり方研究と省エネ・防犯建材の普及促進
2. ビル用建材、住宅用建材の取引慣行改善
3. 各種JIS製品規格・試験方法規格の制定、改正・ISO／TC162(幹事国日本)国際幹事団体
4. 中小企業の活性化（鋼製建具の試験報告書使用許諾制度・CAS事業・全国研修会の開催等）
5. 人材育成（積算資格認定試験・登録サッシ基幹技能者育成事業・技能検定試験支援事業(含む外国人向け)）
6. その他（環境対策、調査、CS関連、情報化）等の活動

●会員企業業績 正会員72社
2019年度 売上規模 約1兆6600億円(前年比+1.3％) ・経常益平均 約4.8%程度
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事業範囲 木造用 非木造用サッシJSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

【施工方法】 木材（柱など）へのビス止め 【施工方法】 アンカー溶接

木造用 住宅用サッシ

主な用途 戸建て住宅 ～3階

非木造用 ビル用サッシ

主な用途 商業用ビル マンション 高層
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木造用サッシの商流JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会
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木造用サッシ 種類・性能JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

アルミ製サッシ
一重構造

枠の室内側に樹脂材を設
置し、枠に発生する結露を
発生しにくくするものもある。
ストック住宅はこの仕様が
一般的。最近の新築では
殆ど使用されていない。

アルミ製サッシ
枠・障子熱遮断構造

アルミ樹脂
複合製サッシ

（アルミと樹脂の複合構造）

樹脂製サッシ

アルミ製の中間に樹脂材など
熱が伝わりにくい材料を設置
している構造。
一見、アルミ製に見えるが、
断熱性が高いサッシ。

アルミ製の室内側に樹脂材
を配している構造。
室内側からは一見樹脂製サ
ッシに見える。樹脂を木調に
色付けすることもでき、デザイ
ン性にも配慮されている。

樹脂材料で構成された構造
で、断熱性に優れている。

断熱性能低 高

⚫ サッシの種類は主に、アルミ製・樹脂製・アルミ樹脂複合製の３つ
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木造用 断熱サッシ 普及状況JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会
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⚫ アルミ製サッシが10.0%、アルミ樹脂複合サッシ＋樹脂サッシ＋木製サッシの

高断熱サッシが90.0％と高断熱サッシのシェアは着実に増加している。

⚫ また、樹脂サッシの構成比についても、22. 3％と着実に普及が進んでいる。

出所）日本サッシ協会（2021年3月 住宅用建材使用状況調査報告書）

90.0

木造住宅用の新築での普及状況（サンプル調査）※リフォーム、非居住用途含まない
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高断熱建材の普及に向けた取組みJSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

事業者向け定期講習会 会報 窓快12号

取組 対象 内容 その他

登録事業所向け定期講習会 サッシ販売店約5,000事業所 1回/年登録事業所への省エネ行政等の講習会実施 2009年より1回/年開催

登録事業者向けメルマガ メルマガ登録約2,500軒 お役立ち情報として、最新省エネ情報等提供 2013年7月より毎月配信

協会ホームページで発信 一般公開 窓の性能表示制度・省エネ基準情報等 1回/月更新

登録事業者向け会報 サッシ販売店約5,000事業所 特集記事での省エネ情報の提供 2009年より1回/年発刊

外部開口部リスト提供 登録事業所（サッシ販売店） 住宅個別物件のの外皮計算計算シート 外皮計算のハードル引下げ

住宅サッシ委員会共有 全国１０ブロック 省エネ情報・建材トップランナー促進 1回/年　

他団体事業へ参画 ― HEAT２０設計GB、木活協テキスト 委員の派遣
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非木造用サッシの商流（住宅及び建築物共通）JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

工事手順は、「ｻｯｼ搬入」⇒「ｻｯｼ施工（流通店、メーカー）」⇒「ガラス施工（ガラス施工店、流通店）」の流れで
進められるが、建設会社により、全体の約90％において、サッシとガラスが分離発注されている。
サッシメーカーへは、建設会社からの性能発注となっている。
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非木造用サッシ 種類・概要JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

アルミ製サッシ アルミ製サッシ
枠・障子

熱遮断構造

アルミ樹脂
複合サッシ

樹脂製サッシ

９８％ ２％出荷割合

住宅 70%
建築物 55%

複層ガラス
使用比率

出典：日本サッシ協会２０２０年度ビル用サッシ出荷実績調査より

アルミ製サッシのうち、住宅用は30％が、建築物用は45％が単板ガラスを使用
・建築物においては、省エネ基準適合率が９５％以上（平成２７年度）に対し、単板使用率が４５％である
・住宅にあっては、省エネ基準適合率６２％（平成２７年度）に対し、単板使用率が３０％である。
（単板使用率３０％の内、高断熱となる２重窓に使用も含まれると推察されるが、分離発注となるため対応実態は不明）

❖現行の二重サッシの内窓は流通店での受発注となっており、メーカーは関与していないので外窓の実態のみしか捉え
られません。実態の確認には、発注元である設計者や建設業者様へのヒアリングが望ましいと思います。

100％
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【参考資料 板硝子協会より】 高性能ガラスの普及状況JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

普及状況
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複層硝子
面積普及率
Ｒ1：97.2％

戸建住宅

複層硝子 Ｌow-Ｅ
面積普及率
Ｒ1：82.0%

共同住宅

複層硝子
面積普及率
Ｒ1：88.9%



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会
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建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

◆住宅分野

① サッシ単体とガラス含めた窓評価だけでは、合理的な評価に結びつかない場合がある。

マンションの特性上、都市部の立地が多く、断熱性に加え遮音性ニーズが高く、

また寒冷地での高断熱対応として2重窓（外窓アルミ・単板硝子＋内窓樹脂製）

の組み合わせで、安価に耐風圧、防火性能と高断熱、遮音性を実現する事例が

対応不可となり、サッシ単体だけで性能を高めることは、コストアップになる。

❖２重窓の対応範囲

・階層 ： 外窓アルミ窓の性能によるので、高層マンションの高耐風圧にも対応可能

・品種 ： ２重窓は外窓の開閉制約から、内窓が引違いや内開き窓となる

（12）

論点②



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

◆建築物

① 建築物は、外皮基準がないためサッシ単体のガラス含めた目標が定めにくい。

② アルミニウム製以外のアルミ・樹脂複合や樹脂サッシの複層ガラスの製品

ラインナップは少ないため、充足のための時間とコストアップが懸念される。

（13）

建築物の用途には種々の開閉形式があるため、表の×印が必要と考えられる。
アルミ樹脂開発には、三層複層ガラス対応に加え、防火設備の認定取得対応、排煙口、非常侵入口の対応
が必要になり、推定5年以上の商品開発期間および設備投資が必要になると考えます

論点②

【非木造住宅用開口品種】

大分類 № 中分類 中分類の用語の定義 小分類・種類 アルミ アルミ樹脂 樹脂

ＦＩＸ窓（固定窓） ○ ○ △

固定がらり ○ － －

片引き窓 ○ ×

自由片引き窓 ○ ×

両袖片引き窓 ○ ×

引分け窓 ○ ×

引違い窓 ○ ○ △

片上げ下げ窓 △ －

上げ下げ窓 △ －

外開き窓 ○ ○ △

内開き窓 ○ ×

たてすべり出し窓 ○ ○

ガラスルーバー窓 ○ －

アルミルーバー窓 △ －

6 オーニング
平行に並べられたガラスまたは障子が連動し、同時に開閉する
もの オーニング窓 △ －

7 折りたたみ
連なった障子が上下枠の案内に導かれ、横方向に折りたたむよ
うに開閉するもの 折りたたみ窓 ○ －

突き出し窓 ○ ×

すべり出し窓 ○ × △

外倒し窓 ○ ×

内倒し窓 ○ ×

横軸回転窓 ○ ×

たて軸回転窓 ○ ×

内倒し・内開き窓 ○ － △

内倒し・片引き窓 △ －

9

10

サッシ

主として建築物の外壁
の窓として使用するも
の

1

2

3

4

5

8

軸を中心に障子が内外に回転するもの

複数の開閉機構を兼ね備えているもの

固定

引き

上げ下げ

開き

ルーバー

プロジェクト

回転

複合開閉

開閉機構を有さないもの

障子が面内方向に水平移動して開閉するもの

障子が面内方向に上下移動して開閉するもの

丁番を中心に障子が開閉するもの、または鉛直軸を中心に障子
が水平にすべり出しながら、回転して開閉するもの

平行に並べられたガラスまたは羽板板が連動し、同時に開閉す
るもの

障子を開けたときに、外壁より一部または全部が面外方向にせ
り出る構造のもので、一般的に小窓の総称

○：整備済み　×：建築物省エネ法用途に必要と考えられる開口部  △：一部のメーカーにあり　－：商品なし



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会
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建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会
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建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

論点における考え方

（16）

論点①
「2030年度以降新築される住宅については、ＺＥＨ基準の省エネ性能を確保することを目指し
ていること」を踏まえ、目標基準は以下の事項について考慮した上で、ＺＥＨの外皮性能基準と
サッシとガラスの性能基準を整合的に設定することを検討してはどうか。
ア）トップランナー基準値とＺＥＨの外皮性能基準の関係
イ）性能別の製品の出荷割合（制定当時の予測と実績の差、今後の目標シェアとＺＥＨ

目標との関係）
ウ）性能改善の現状（制定当時の性能改善予測と実績の差、技術開発の将来見通し等に

よる今後の性能改善予測とＺＥＨ目標との関係）
エ）地域特性
ォ）諸外国の基準
カ）経済性（十分な費用対効果が見込めるか）

１．建材ＴＲ制度を取り巻く現状
2050年までのカーボン・ニュートラルに実現に向けて、住宅・建築物分野においては
2030年のＺＥＨ/ＺＥＢ目標の確実な達成が必要になっている



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

論点①2030年ZEH目標を踏まえた目標基準

建産協発行の「ZEHのつくり方」にて、ZEHに求められる窓（サッシ＋ガラス）や断熱材の性能を
各地域区分ごとにシミュレーションして公開

（17）

断熱材の仕様例

外皮基準 窓の基準・仕様例



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

１地域 ２地域 ３地域 ４地域 ５地域 ６地域 ７地域

省エネ
基準

外皮：UA 0.46 0.56 0.75 0.87

窓（仕様基準（ろ）） 2.33 3.49 4.65

ZEH
外皮：UA 0.40 0.50 0.60

窓 1.90 2.33

【 窓の仕様例 】 「ZEHのつくり方」に記載

熱貫流率：1.90以下 樹脂サッシ Low-E複層ガラス（G12㎜以上）日射取得型
熱貫流率：2.33以下 アルミ樹脂複合サッシ Low-E複層ガラス（A10mm以上）日射取得型

「ZEHのつくり方」付属の「製品リスト」では、
求められる熱貫流率に応じた製品をガラス仕様等とともにリスト化（次頁） （18）

外皮基準と窓に求められる熱貫流率 [W/(m2・K)]

論点①
2030年ZEH目標を踏まえた目標基準

建産協発行の「ZEHのつくり方」にて、ZEHに求められる窓（サッシ＋ガラス）や断熱材の性能を
各地域区分ごとにシミュレーションして公開



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

建産協発行「ZEHのつくり方」付属 製品リスト

論点①
2030年ZEH目標を踏まえた目標基準

（19）

熱貫流率
（1.90）

製品名

ガラス仕様

評価基準
（性能根拠）

対応する
開閉形式



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

年度 北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 全国

アルミ 0.0% 1.3% 14.3% 0.6% 7.5% 13.0% 5.8% 14.6% 12.3% 10.0%

アルミ樹脂複合 0.9% 45.0% 73.7% 63.9% 73.9% 73.1% 72.1% 65.2% 71.7% 67.6%

樹脂 99.0% 53.7% 11.8% 35.5% 18.5% 13.6% 22.0% 20.1% 16.0% 22.3%

木製 0.1% 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%

0.0% 1.3%
14.3% 0.6% 7.5% 13.0%

5.8%
14.6% 12.3% 10.0%0.9%

45.0%

73.7%

63.9%

73.9%
73.1%

72.1%
65.2% 71.7%

67.6%

99.0%

53.7%

11.8%

35.5%

18.5% 13.6%
22.0% 20.1% 16.0%

22.3%

0.1% 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%

0%
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90%

100%

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 全国

木製 樹脂 アルミ樹脂複合 アルミ

【サッシ：地域別材質別使用状況】
● 全国平均でアルミ樹脂複合＋樹脂＋木製の構成比が９０％ ● アルミ製はすべての地域で１５％以下の構成比

日本サッシ協会 2021年住宅用建材使用状況調査（木造戸建住宅）

論点① 地域特性について

木造住宅用の新築での普及状況（サンプル調査）※リフォーム、非居住用途含まない

❖目標基準値を地域ごとに設定した方が、より省エネへの取組み効果が見えやすいと考えるが、メーカーの出荷時点では、

どのエリアにて、どのように（新築・リフォーム）利用されているのかは厳密にはとらえられない。
（20）
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論点①
経済性（十分な費用対効果が見込めるか）

（21）

省エネ基準レベル

・・・・・・・

ZEH基準レベル

・・・・・・・

【算出条件】
・「AE-Sim/Heat」にて算出した年間冷暖房費を建築研究所「技術情報」に基づきエネルギー消費量、冷暖房費に換算
・気象データ ・住宅モデル ・断熱仕様 ・遮蔽物 ・想定生活者 ・電気料金単価
・空間設定：冷房 ２７℃（就寝時２８℃）・６０％、暖房 ２０℃ ／ 冷房 ２５℃・６０％、暖房 ２４℃

年間冷暖房費の削減効果の算出（各社のカタログ等に掲載）

※Ａ社カロタログの記載例

・窓の性能向上による室内環境の改善（結露やコールドドラフトの抑制、部屋間温度差の改善）等、
費用面には直接現れないベネフィットも大きい
・年間冷暖房費の削減効果は、算出条件によって異なる 等
⇒ 経済性の評価は上記をふまえ、副次的な効果や前提条件を付記することが必要
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前回トップランナー制定時の構成比 2020年戸建住宅の構成比

【開閉形式別材質別使用状況】

● 木造戸建住宅用サッシでの開閉形式の構成比は引違い、開き（縦軸）、開き（横軸）、ＦＩＸ、

上げ下げの構成比で９８％（制度制定時：９３％）

● 材質別ではアルミ樹脂複合、樹脂が増加

日本サッシ協会 2021年住宅用建材使用状況調査（木造戸建住宅）

開閉形式 アルミ製
アルミ樹脂

複合
樹脂 木製

引違 4.61% 27.75% 5.92% 0.00% 38.28%

開きタイプ（縦軸） 2.34% 16.51% 6.96% 0.03% 25.84%

開きタイプ（横軸） 1.39% 12.03% 5.14% 0.04% 18.59%

FIX 0.75% 6.83% 3.05% 0.03% 10.65%

上げ下げ 0.68% 3.03% 0.75% 0.00% 4.46%

テラスドア 0.13% 0.90% 0.45% 0.00% 1.49%

天窓 0.05% 0.12% 0.01% 0.01% 0.20%

その他 0.06% 0.29% 0.14% 0.00% 0.49%

合計 10.00% 67.46% 22.42% 0.12% 100.00%

材質

合計

対象範囲の構成比９８％
新築のみ（サンプル調査）

（22）

５開閉形式
構成比 93％

５開閉形式
構成比 98％



代表的な開閉形式の戸建住宅の採用推移JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

平成11年
省エネ基準改正

平成28年
省エネ基準改正

平成25年
省エネ基準改正

平成24年
建材TR制度

ルーバー窓、出窓の住宅への採用率は平成11年省エネ基準改正を期に減少傾向
主な理由としては、外観デザインの変化の他、より断熱性能の高い開口部商品が求められたため

％

（23）

＊出窓は19年以降採用率が１％
未満になったため個別集計は中止

日本サッシ協会 2021年住宅用建材使用状況調査（木造戸建住宅）

木造住宅用の新築での普及状況（サンプル調査）
※リフォーム、非居住用途含まない

論点③
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【 商品ライフサイクル例 】

各社製品のモデルチェンジ間隔を精査した結果、大手サッシメーカーにおける商品のライフサイクルはおよそ
８～１０年程度（商品企画や設計、製造設備準備等の開発期間や設備投資回収期間等による）

（各社とも既に高性能なガラス（トリプルガラス等）組込んだ樹脂窓や複合窓等を品揃えしており、
現状の製品体系の中で、すべての地域区分でZEHへの対応は可能）

そのため、次の目標年度は2030年度辺りが妥当

同じ系列の商品：
1981～2007年
26年間で3商品

（24）
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出典：HEAT20
「設計ガイドブック2021」

1.90 2.33

（25）

各構造（材質）・ガラス仕様による
窓の実性能（熱貫流率）の分布

トップランナー制度の
評価ガラスでの熱貫流率

・現状製品の実性能ではZEHに求められる
性能（1.90や2.33）を満足

・Low-E複層ガラスであれば、樹脂サッシと
複合サッシで1.90や2.33を満たす
（1.90や2.33を満たすサッシとしては、ほ
ぼ樹脂サッシと複合のサッシに限定される）
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（26）

制定時のトップランナー値（通過熱流量q値） 各製品のトップランナー値（通過熱流量q値）

・制定時（2012年度）と現在の製品での「通過熱流量q値」比較

（樹脂サッシ、複合サッシの引違い窓、窓の面積 S=2.3m2 ）

・ 現在の製品で実際に使用するガラスでの「熱貫流率Ｕ値」比較

Ａ社
製品Ｂ

論点⑥⑧

Ａ社
製品Ｃ

↑ 上記のいずれも樹脂サッシ
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基準年度（2012年度）における
トップランナー値（通過熱流量）

トップランナー制度での評価と熱貫流率（例 樹脂サッシの引違い）

トップランナー評価ガラス 実使用ガラス

※熱流量ｑ Ug ガラス仕様 Uw Ug ガラス仕様 Uw

２０１２年当
時のＴＲ製品

6.64 2.9

一般複層
A12

2.95 ー ー ー

Ａ社 製品Ｂ
（樹脂 複層
ガラス）

6.68 2.9 2.95 1.2
Low-E
G16

1.83

Ａ社 製品Ｃ
（樹脂 トリプ
ルガラス）

6.46 2.2
一般複層
A7×2

2.49 0.75
ダブル

Low-E
G12×2

1.53

※ 2.3m2の面積にて算出 （Uw：窓の熱貫流率は簡易計算式にて算出）

・カタログ等で表記
・省エネ評価で使用

論点⑥⑧

（27）

・現在の通過熱流量を指標とした評価では、高性能なガラス（Low-E化、ガス入り、トリプルガラス化）に
よる断熱性能の向上が正しく評価されない場合がある
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（28）

基準年度（2012年度）における
トップランナー値（通過熱流量）

トップランナー制度での評価と熱貫流率（例 複合サッシの引違い）

トップランナー評価ガラス 実使用ガラス

※熱流量ｑ Ug ガラス仕様 Uw Ug ガラス仕様 Uw

２０１２年当
時のＴＲ製品

7.83 2.9

一般複層
A12

3.47 ー ー ー

Ｂ社 製品Ｄ
（複合 フレー
ム極小化）

8.43 2.9 3.47 1.2
Low-E
G16

1.89

※ 2.3m2の面積にて算出 （Uw：窓の熱貫流率は「WindEye」にて算出）

・現在のトップランナー制度での評価では、フレームの極小化・ガラス面積の最大化による断熱性能の向上が
正しく評価されない（サッシフレームを極小化し、ガラス面積を増やすことで窓性能（断熱性能、日射熱取得
性、眺望性等）は向上するが、トップランナー制度上は逆にガラス面積が小さい方が評価される）

・カタログ等で表記
・省エネ評価で使用

論点⑥⑧

省エネの評価で用いられる「窓の熱貫流率（断熱性能）」の向上を目指して、主に『いかに高性能なガラス
を装着させるのか』という技術開発

⇒ 評価ガラスを装着した評価方法では、窓の性能について正しく評価できない場合があり、
適正な性能向上を阻害するおそれがある（商流等の環境が許せば、サッシ＋ガラスでの評価が理想）
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窓に求められる断熱性能と仕様

一般的にガラス総厚（ガラス＋中空層+ガラス）にて管理

例 ガラス総厚：22mm（3mm＋A16mm＋3mm）にて管理の場合

視認性のため、型ガラス4mm使用 → 4mm＋A15mm＋3mm
防犯のため、合わせガラス使用 → 3・60mil・3mm＋A12mm＋3mm

使用されるガラス厚によって、中空層厚さが異なってくる ⇒ 断熱性能に影響有り

★ 使用されるガラスによる断熱性能低下も想定し、
要求にミートするサッシ・ガラスの仕様を設定・提案

住宅としての目標や要求性能（省エネ基準レベル/ZEHレベル/・・・・）

⇒ 窓に求められる断熱性能（熱貫流率：〇〇以下）
住宅生産者

サッシメーカー

窓の断熱性能は、窓（サッシ、ガラス）の仕様によって決まる

・ サッシの材質（樹脂/複合/アルミ）
・ ガラスの仕様（複層/三層、一般/Low-E、ガス無/有、中空層厚さ 等）

ガラス総厚

要望

提案

論点⑥⑧

（29）
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平成11年省エ
ネ基準改正

平成25年省エ
ネ基準改正

平成28年省エ
ネ基準改正

平成24年
建材ＴＲ制度

平成23年
窓の性能表示制度

改正建築物省エ
ネ法（義務化）

日本サッシ協会 2021年住宅用建材使用状況調査（木造戸建住宅）

住宅の性能表示制度、長期優良住宅等の各種施策の実施や、住宅のトップランナー制度（建
売住宅対象）創設、2020年省エネ基準義務化を想定した動き、ZEH等への支援策による住
宅（外皮性能）の高性能化ニーズの影響大

住宅トップランナー
制度開始

L社：サーモスL発売
Y社：エピソードNEO発売

論点⑦

（30）
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❖ ZEH目標とすれば、要求される性能的に、樹脂サッシ、もしくは複合サッシに限定される

❖ 各社とも既に高性能なガラス（トリプルガラス等）組込んだ樹脂窓や複合窓を品揃えして
おり、現状の製品体系の中で、すべての地域区分でZEHへの対応は可能

❖ 現在窓の性能が向上しているのは各種優遇施策の実施や、住宅におけるトップランナー制度
創設、2020年省エネ基準適合義務化の動き、更にはZEH等への支援等の諸施策による
住宅（外皮性能）の高性能化ニーズの影響が大きいと考えられる

❖ 現制度における目標基準値の設定の際、目標年度までにアルミ単板ガラスのシェアがゼロに
なっているという前提で設定されているため、この分野についてどのように対応するか課題

❖ 現状では、５～7地域でアルミ（単板）でも省エネ基準（仕様基準）を満たすため、性能
よりコストを重視するビルダーや一次取得者が存在する状態の中で、より高性能な窓にシフト
することが課題

（31）
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住宅の省エネ性評価（断熱性能計算）の際に使用する熱貫流率U値の方が適切

メリット デメリット

・住宅で求められる性能値との整合が取れる。
・各サッシメーカーHPやカタログ等で示している性能値との整合が
取れることから、基準未達製品ラインナップの確認が容易にできる。

・ZEH等の省エネ計算においては熱貫流率を用いている、窓の性能
指標として定着している
・各サッシメーカーにおける取組み内容PRがしやすくなることでメーカー
間性能競争につながり、更なる性能改善が見込める。

・製品サイズにより性能値が変化することから、全サイズ評価となる
と非常で煩雑となる。

・小さい窓は熱貫流率が大きくなる（性能が悪い）傾向がある
⇒外皮計算でも認められている代表試験体基準※の使用により
合理的評価が可能
※（国研）建築研究所公開 技術情報による

・現TR制度と同じように、リファレンスガラスを装着する前提での評価
となると、実際にメーカーで公開している性能値と乖離が出る。
⇒サッシ単体ではなく、窓（サッシ＋ガラス）としての評価としたい。

メリット デメリット

・窓からの熱の出入り（多い／少ない）を評価できる

・住宅の外皮性能計算と異なる指標であるため、性能の良し悪しが
わかりにくい。
・製品サイズとｑ（S）が相関関係にあることから大中小3サイズによ
る計算が求められ、複雑な関数式（累乗近似）での表記となって
いる。
・トップランナー制度のみの指標
・面積の要素が含まれるため小さい窓が高く評価される
→日射取得、採光性、眺望性等の他の性能との関係

Ｕ
値

通
過
熱
流
量

（32）



建築材料等判断基準ＷＧ ヒアリング 【建材トップランナー制度】JSMA 2021年8月25日
日本サッシ協会

外皮性能 一次エネ性能

熱貫流率

日射熱取得率

窓
（サッシ＋ガラス）

サッシ

ガラス

壁・床・天井

外
皮

熱貫流率

日射熱取得率

ＺＥＨ（住宅のエネルギー性能）

ZEH等の様に住宅の省エネ性能を考える場合、外皮性能と一次エネ性能があるが、
いずれの性能にも、サッシとガラスで構成される窓の熱貫流率と日射熱取得率が関わる

例えば、同じ熱貫流率の窓であっても、日射熱取得率の違いによって、暖冷房負荷が大きく
異なるため、一次エネ性能に差が生じる

地域に合わせた熱貫流率と日射熱取得のバランスが重要で、特にガラス性能の影響が大きい

カーボンニュートラル目標や住まい手の快適性等を考慮すると、日射熱取得性も評価すべき

日射熱取得性は主にガラスに依存するため、サッシだけでなくガラスも含めた評価も必要

住宅外皮の構成

住宅の省エネ性能に関与する窓の性能

（33）

論点⑨
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日本サッシ協会からの要望と課題

要望 ① 2030年のZEH等、住宅・建築物の省エネ対策の方向性と整合した制度

② 窓（サッシ＋ガラス）にての評価（①との親和性が良い）

課題 ◆ 地域（省エネ地域区分）よる違い（基準、商品等）
・ サッシメーカーでは商品が使用される立地地域までを正確に把握できない
・ 地域によって省エネ基準値等が異なるため、出荷商品にも地域特性有り

◆ ガラス入り完成品とガラス無しノックダウン品が混在する（②と矛盾）
・ サッシメーカーでは組込まれるガラス（窓の性能）を全て把握できない
→ ガラスによる性能アップを考慮した評価ガラスでの評価方法の見直し

（実態に応じた評価に用いるガラスの見直し）

◆ 新築向け商品とリフォーム向け商品の存在
・ ZEHレベルを目標とした場合、リフォーム向け商品がネックとなる可能性
（新築のZEHレベルの商品は、リフォームでは使われにくい）

◆ 日射性能（日射熱取得率）をどう扱うのか
・ 窓の日射性能は熱貫流率とともに、住宅の省エネ性能に大きく関与する
・ ただし、立地や窓の方位にも依存し、一概に性能の良否を判断できない

（34）
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（35）

前回ＷＧ資料
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論点における考え方

日本サッシ協会は『窓の性能表示制度』を普及させるために、単に表示ラベルを貼付することが目的ではなく、
あくまでも省エネ性能・断熱性能の高い窓の普及のため、ユーザーに正しい理解と利用を深める活動を推進
⇒ 日本サッシ協会は、現状の課題や論点等を踏まえ、以下の修正案を提示

１．表示・提示方法について 論点⑲
❖ ショールーム等の展示場での表示
❖ カタログ（WEB含む）での表示
❖ 現物へのラベル貼付：任意（再販・リフォーム時に確認）

２．上位等級の設定について 論点㉑
❖ JIS A 4706の改訂に伴う運用範囲の拡大 上位等級の設定

３．性能の把握方法について 論点㉒
❖ サイズごとの評価が煩雑 ⇒ 代表サイズによる評価

例）建築研究所 技術情報掲載の代表試験体基準の活用
❖ 開閉形式ごとの評価が煩雑 ⇒ 代表品種（開閉形式）による評価

①国内の窓の約半数を占める引き違い窓を代表として製品シリーズ全体を評価
②建材トップランナー制度対象製品である5開閉形式※

※上げ下げ、引違い、FIX、すべり出し、たてすべり出し
❖ 同一シリーズ＝共通等級による運用
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本WGにおいて、窓の性能表示は

①JIS A4706改正に伴う窓の断熱性能による格付け
②JIS A2104（WEP法）
の2つの方法にて検討されている。

日本サッシ協会としては下記理由により ②のJIS A2104(WEP法) での表示とすべきと考える

１．本来の告示の趣旨は一般消費者が窓を選択する際に省エネ性能がわかるように表示をする。
というものであるため、①と②のいずれであっても一般消費者が目にする性能表示については、
★表示であることが望ましい。
したがって、評価方法の違いにおける消費者への伝わり方は変わらない。

２．現行のラベル名称は『省エネ建材等級』であることから、総合的なエネルギー消費性能を示すべきである。
３．ラベリングで成功している事例として家電への表示があるが、消費者に響きやすいと思われる目安となる

光熱費（窓の場合は削減効果）を示す必要があり、熱貫流率よりも光熱費（暖冷房負荷）との
相関性が高いWEP法での評価結果を使用することで光熱費表示と性能の乖離を少なくすることができる
（次頁参照）

４．住宅の目指す水準が地域性を考慮していることから、窓においても地域性を考慮すべきと考える。
従来の熱貫流率表示とする場合であっても地域ごとの運用への変更が必要となることから、
運用ルール決定のための工数は①および②で同程度と考える。
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住宅一棟における暖冷房負荷と、各評価方法における窓の性能値との相関性について

①熱貫流率のみ

②WEP法（熱貫流率、日射熱取得率、気密性能）

※省エネ基準策定モデル（寒冷地版、温暖地版）にて算定

★の数と省エネ性能には一定の相関性がある

同じU値でもLow-Eの種類により変動
⇒同じ★の数で省エネ性能が異なる

日射遮蔽型Low-E 日取得型Low-E 一般複層
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○窓の性能表示イメージ（ラベル）

省エネ基準※に比べてどの程度省エネルギ
ー性能に優れているのかを★の数で示す。

省エネ基準※に比べてどの程度光熱費（
暖冷房費）が削減できるのかを示す（任
意表示）。

※住宅仕様基準による各地域区分での開口部比率（ろ）区分において窓に求められる性能値とする。

【性能表示に必要な情報】
・各地域区分ごとの省エネ基準レベルWEP性能および個別製品のWEP性能
・住宅一棟における暖冷房負荷計算結果から算定した暖冷房費

○窓の性能表示イメージ（メーカーカタログ）

商品名 1～3地域 4地域 5～7地域 8地域

Aサッシ ★★★★★ ★★★★★ ★★★★ ★★★

Bサッシ ★★★★ ★★★★★ ★★★★★ ★★★★

Cサッシ ★★★ ★★★★ ★★★★★ ★★★★★

イメージ 検討中
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WEP法での性能表示とする場合の課題

課題 対策の方向性

地域ごとに上位の窓仕様が異なる
地域ごとの表示基準を策定

⇒地域最適窓選択が可能

等級区分の閾値の設定
省エネ基準レベルとの比較により設定
省エネ基準レベルを0とした場合の性能差にて
区分

方位、建物構造等の変動要素
代表方位、計算モデルを設定
※基準策定モデル、1階リビングの窓 等

光熱費換算方法
基準策定モデルにおいて、全窓同性能とした場
合の暖冷房負荷シミュレーションにより算定
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